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ア
フ
リ
カ
南
部
の
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
で
、
日
本
政
府
の
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
受
け
て

　
　
　
　
　
計
画
さ
れ
て
い
る
保
健
医
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
岡
山
市
に
本
部
を
も
つ
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

　
　
　
　
　
Ｏ
）
の
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
地
域
に
医

　
　
　
　
　
療
、
保
健
活
動
の
拠
点
を
設
け
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
専
門
家
を
派
遣
す
る
計
画
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅

Ａ
　
　
装
茂
代
表
（
四
九
ｙ
と
、
来
日
中
の
ザ
ン
ビ
ア
の
首
都
ル
サ
カ
市
の
ギ
ブ
ソ
ン
・
ジ
ン
バ
市
長
（
六
一
一
）

Ｄ
　
　
　
が
二
十
三
日
、
記
者
会
見
し
て
発
表
し
た
。

Ｍ八
　
政
府
援
助
に
参
加
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会
見
す
る
ジ
ン
バ
・
ル
サ
カ
市
長

　
（
左
）
と
菅
波
代
表
（
右
）
Ｈ
岡

山
市
楢
津
の
菅
波
内
科
医
院
で

どｕを健ル療夕　て所三あ・をは口
の窃駐婦スや１計いも十るセす大百ジ
予や在や・衛の画なあ万゜ンるき八ン
防マさ医ポ生下でいっ人しターな十八
法ラせ師ス教部はとてにか１７病万市
をりて　｀ト育組　｀い　｀一し－１院人長
伝ア　｀教“に織へう十カ　｀もバ京のに
えヽ住育を携とル゜分所セニンニルよ
る工民関置わしス　にとン十・つサる
拠イの係くるて・　機いタ三へヽ力と
点ズ栄者　゜－｀セ　能うｌカル治市｀
にな養ら保へ診ン　し場は所ス縦に人

す
る
。
日
本
が
五
年
間
で
約
五

億
円
を
出
す
。

　
八
月
ご
ろ
に
両
国
政
府
が
疋

式
調
印
を
し
て
、
今
秋
か
ら
事

業
を
具
体
化
さ
せ
る
予
定
。
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
計
画
段
階
か
ら
Ｏ
Ｄ
Ａ

事
業
に
加
わ
る
の
は
あ
ま
り
例

が
な
い
と
い
う
。

　
ジ
ン
バ
市
長
は
「
小
さ
な
地

域
ご
と
に
患
者
を
診
ら
れ
れ

ぱ
、
大
勢
の
患
者
を
救
え
る
は

ず
だ
。
今
回
の
事
業
が
貧
困
解

決
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
話
し
た
。

　
菅
彼
代
表
は
「
保
健
、
医
原

を
地
域
住
民
ま
で
ど
う
行
き
渡

ら
せ
る
か
が
課
題
。
初
歩
的
な

保
健
に
つ
い
て
の
教
育
や
農
業

指
導
に
も
か
か
わ
り
、
縦
割
り

で
な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
特
色
を
生
か

し
た
い
」
と
話
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

政
府
の
事
業
に
加
わ
る
意
義
を

強
調
し
た
。
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